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遠
州
と
愛
知
県
東
三
河
、
長
野
県
南
信
州
の
県
境
を
越
え
た
連
携
を
図

る
官
民
連
携
組
織

「
三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会
議

（Ｓ
Ｅ
Ｎ

Ａ
）
」
に
よ
る
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト
が
１５
日
、
長
野
県
飯
田
市
で
開
か
れ

る
。
こ
と
し
で
２４
回
目
を
迎
え
る
が
、
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
は
毎
回
抽
象
的
な

内
容
に
終
始
し
、
日
標
と
し
て
い
た
２
０
１
６
年
度
内
の
広
域
連
合
の
設

置
は
厳
し
い
状
況
。
３
県
を
ま
た
ぐ
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
整
備
は
進
む

が
、
全
線
開
通
の
め
ど
も
立

っ
て
い
な
い
。
　
Ｃ
絞
徐
恥
局

・
寺
田
将
人
）

整
備
が
進
む
〓
達
南
信
自
動
車
道
の
工
事
現
場
。
全
線

開
通
の
め
ど
は
立

っ
て
い
な
い
１
８
日
、
一^
松
市
天
竜

区
佐
久
間
町
（本
社

ヘ
リ
「ジ

ェ
リ
コ
ー
号
」
か
ら
）

・Ｑ

裏

舗

錆

躍

奢

数

―
チ

ェ
ン
ジ
（Ｉ
Ｃ

・
長
野
県
飯
田
じ

と
新
東
名
高
速
道
の
浜
松
い
な
さ
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
（浜
松
市
北
区
）
を
結
ぶ
。

２
０
１
７
年
度
に
飯
田
東
Ｉ
Ｃ
Ｉ
龍
江

Ｉ
Ｃ

（
い
ず
れ
も
飯
田
市
）
間
の
供
用

が
開
始
。
１８
年
度
に
佐
久
間
Ｉ
Ｃ

（浜

松
市
天
竜
区
）
―
東
栄
Ｉ
Ｃ

（愛
知
県

東
栄
町
）
間
、
１９
年
度
に
龍
江
Ｉ
Ｃ
Ｉ

天
龍
峡
Ｉ
Ｃ

（
い
ず
れ
も
飯
田
市
）
間

が
閣
誓
〓
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
″み

ち
″
が
は
ぐ
く
む
三
遠
南

信
の
未
来
」
。
そ
の
基
盤

と
な
る
三
遠
南
信
道
は
総

延
長
約
１
０
０
計
の
高
規

格
道
路
で
、
供
用
が

一
部

で
始
ま

っ
て
い
る
。
１７
～

‐９
年
度
も
順
次
部
分
開
通

す
る
が
、
詳
細
な
ル
ー
ト

が
決
ま

っ
て
い
な
い
区
間

も
あ
る
。
最
難
関
工
事
と

さ
れ
る
長
野
県
と
静
岡
県

を
結
ぶ
青
崩
峠
ト
ン
ネ
ル

の
開
通
に
は
１０
年
前
後
か

か
る
と
言
わ
れ
る
。

今
回
は
前
回
の
サ
ミ
ッ

ト
宣
言
を
受
け
て
発
足
し

た
三
遠
南
信
地
域
３５
市
町

村
で
つ
く
る

「
一こ
曇
円
信

広
域
連
携
語
暑
一会
」
が
地

繊
種
携
の
現
状
な
ど
を
報

告
す
る
。
連
携
の
在
り
方

や
活
用
で
き
る
制
度
な
ど

を
整
理

・
検
討
し
て
き
た

が
、
同
研
究
会
に
意
思
決

定
の
権
限
は
な
い
¨
藤
野

仁
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ａ
事
務
局
長
は

「Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ａ
に
具
体
的
な

動
き
が
見
え
な
い
と
指
摘

が
あ
る
の
は
事
実
」
と
認

め
る
。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
こ
れ
ま

で
広
域
連
合
の
事
業
国
谷

や
具
体
像
、
設
置
の
利
点

な
ど
を
明
確
に
示
せ
て
い

な
い
。
す
で
に
南
信
州
や

東
三
河
地
域
で
は
別
の
広

域
連
合
が
あ
り
、
自
治
体

間
の
足
並
み
が
そ
ろ
い
に

く
い
。

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ａ
会
長
の
鈴
木

康
友
浜
松
市
長
は

「新
し

い
広
域
連
合
を
作
る

の

か
、
既
存
の
広
域
連
合
ベ

ー
ス
に
連
携
の
仕
組
み
を

考
え
る
の
か
協
議
を
進
め

た
い
」
と
述
べ
る
に
と
ど

め
る
。

三
遠
南
信
道
の
整
備
難
航
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